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電気通信大学　平成17年度シラバス

授業科目名 物理学入門第二

英文授業科目名 Introduction to Physics II

開講年度 2005年度 開講年次 １年次

開講学期 ２学期 開講コース・課程 昼間・夜間主コース

授業の方法 単位数 2

科目区分 専門科目-専門基礎科目-自由科目

開講学科・専攻

情報通信工学科
情報工学科
電子工学科
量子・物質工学科
知能機械工学科
システム工学科
人間コミュニケーション学科

担当教官名 近藤　正士

居室 非常勤講師

公開E-Mail 授業関連Webページ

　 　

【主題および達成目標】

（a）主題

理工系においては、微分積分学を含む高等数学を用いて現象を理解する能力や、現象の観測を通じて状況

を理解し、問題に対処する能力が不可欠である。このような能力の獲得は難しく十分なトレーニングが必

要であり、大学の初年時からこのような能力の獲得を意識することが重要と思われる。物理学入門ではこ

のような能力の獲得を目指す。

（b）達成目標

A:微分積分学を含む高等数学を用いて現象を論ずる能力を鍛える。

B:目の前で物理現象を体験することにより、現象を観察する能力を鍛える。

【前もって履修しておくべき科目】

なし

【前もって履修しておくことが望ましい科目】

なし

【教科書等】

特に指定しない。必要に応じてプリントを配布する。
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【授業内容とその進め方】

物理学入門第二は、それぞれの達成目標A,Bに対応して、２つのクラスに分かれて実施する。

 

A: 微分積分学を含む高等数学を用いて現象を論ずる能力を鍛えるクラス：

具体的には初年時に課せられる物理学の授業を念頭において、主に力学第二で扱う範囲の力学演習を行

う。宿題も随時課せられる。

 

B:担当教員による演示実験と学生自身による実験で物理現象を体験していくクラス：

　今学期は物理現象一般について扱う予定である。

活動は授業時間だけでなく、L棟1階のサイエンス・スペースの一画を用いて、放課後や土曜日等の空き時

間をも利用して行う。

 

Aクラスは希望者を全員受け入れるが、Bクラスに関しては機材や場所に制限があるので受講者数を制限す

る。Bクラスの選抜法は初回の授業時に報告する。

【成績評価方法及び評価基準(最低達成基準を含む)】

評価方法：

提出を求めたレポート、もしくは作製物により評価するが、熱意と勤勉を最大に考慮する。

評価基準：

提出を求めたレポート、もしくは作製物が提出されることが評価の最低基準となる。

【オフィスアワー：授業相談】

この授業の内容に限らず実験を含む物理学一般についての相談にもできるだけ応じたいと考えている。担

当教員がL棟1階サイエンス・スペースにて対応する。時間は特に指定しない。担当教員不在時はサイエン

ス・スペース関係者がサイエンス・スペースもしくは東１号３１５にて対応する。

【学生へのメッセージ】

担当が主観的に思うところの物理学の面白さを伝えていきたいと考えている。一方で学生諸君が主体的に

学ぶ姿勢がなければ、履修することに意味が無い。

【その他】

　


